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《研究ノート》
明治期岡山県地方工業の動向について
一その位置づけと検討の方向一
?
立 春 樹
は　じ　め　に
　本稿は以後，岡山県工業の展開過程を検討していくにあたっての準備的検討のひとつで
ある。主たる内容はわが国の近代産業の展開期である明治期における岡山県の工業構成の
特徴を示し，それぞれの個別産業の位帳づけを明確にしたうえで，その展開過程にみられ
る特徴点を指摘し，以後の検討の準備のひとつとするものである。
　わが国の近代産業の展開過裡は，特に移植工業部門を除いた多くの部凹では，それぞれ
の産業が多くの地域的差異・特徴をみせながら全体として発展していくのであり，したが
って，個々の地域に展開する個別地方産業の動向の検討がそれぞれ意味をもつのである
が，それらがさらに全国的動向のなかに明確に位置づけられたとき，それは当該の時期の
わが国の動向を吟味するうえでの積極的側面をもつものとなるのである。以後岡山県に展
開した諸産業の動向を検討しようとするのは，それが地元に生起した事態であるというこ
とに主としてよるのではなく，岡山県の工業の動向がわが国産業の近代的展開過程にいく
つかの照明をなげかけていくであろうからである。
　わが国各地の在来産業の展開過程について多くの研究があるが，岡山県のそれについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）もいくつかの研究成果をみることができる。しかしこれらの研究に関速して，地方史的研
究についてあえ．てその闘題点を指摘するならば，ある地域の動向の検討がもっぱらその地
域の動向それ自体を追うことにとどまり，それのわが国全体の動向との関連，その位置づ
けに欠けるため，ややもするとその個々の動きを十分評価しえなかったり，あるいはその
もつ意味を十分あきらかにしえない場合が少なくないのである。この岡山県の工業の動向
に素材を求めて，そこにわが国工業の動向を吟味する手がかりを得ようとするときは，こ
の岡山県の諸工業の位置づけが一卜分行われることが肝要である。
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1　岡山県工業構成の特徴
　　　　　　　　　（1）主要工業についての検討
　まず明治・大正期の主要工業県の動向を検討し，岡山県工業の位置づけを行おう。第華
表は主要工業県の推移を示すものである。この表の出所となった資料の性格からくるいく
っかの制約をもつが，これら諸産業の動向を概観してみよう。明治19庫はまだ工場生産が
十分展開していない時期の工場生産額からのものであり，この時期に圧倒的なウエイトを
占める零細な小営栄・問屋制家内工業による産額を示しておらず，したがってきわめて不
一野分である。朋治28年は工産物であり，その生産形態を闇わない，したがって各部門のす
べての産額をふくむ。大正8年は職工5人以上を工場としてとらえ，その産額からみたも
のであるが，この時期に全般として工揚生産が進展している状況を考えれば，いくつかの
部門において広汎な小家内工業等を残すとはいえ，全体としては工業生産額をほぼ把握し
ているとみてよい。このようにそれぞれ基準が異なるため厳密な比較はできないが，全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の傾向をみていく。　　　　第1表主要工業県の変遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この間の工業県としての地位
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註　1）（第5次第12次）『農商務統計表』　『大正8年
　　　　工場統計表』より作成。
　　2）’明治19年は職工IO人以上工場産額　明治28年
　　　　は全産額　大正8年は職工5入以上の工場産
　　　　額。
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を顕著にたかめたものに，大阪
・兵庫・愛知・神奈川・静岡の
諸府県を指摘し得よう。以下第
2表をも参考にしてみていく
と，大阪府は古くからの綿業地
であるが，この時期には兼営織
布部門を先頭とする綿織物生
産，綿糸紡績の発展に支えら
れ，神奈川県は造船業，兵庫県
は酒造業もプ（きいカ∫さら｝こブくき
い造船・綿糸紡績業があり，移
植コニ業部門の急速な展開に支え
られている。愛知県は紡績の展
開もあるが在来綿織物業と製糸
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業，静岡県は洋紙業，綿糸紡績業の展開もあるが在来の綿織物が主であるというように移
植エ業あるいは在来産業を発展させてその地位を高めてきている。他方にはその地位を低
下せしめている諸県がある。長野県，山梨県，岐阜県などで，明治前半期にはわが国製糸
業のウエイトの高さを反映して，長野・山梨両者はきわめて高い地位にあったが，その一
一産業を積極的に展開せしめ得ずその地位を低下せしめていく。古くからの織物業の申心
地である京都府の動きは複雑で，工場工業の展開は微弱であるが工業生産額は大きい。ま
た東京府が複雑な動きを示す，明治19年には移植工業工場が多く設立．されているが，ここ
には多様の工業が展開していく。さて岡山県の動向であるが，ここはこの時期にその地位
を低下せしめているところである。綿糸紡績業を第1位とし，これを中心として工場規模
もかなり大きかったが，相対的には地位を低下せしめていることをます確認しておこう。
第2表　主要工業県の概況（大正8年）
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　ついで大正8年の『工場統計表』の工場産額によって主要：工業県の工業構成の特徴を改
めてみておこう。第2表は主要工業県の概観である。この間に工業県としての顕著な発展
をとげてきた諸府県はその主要物産が多くの場台移植工業部門であり，この移植工業の導
入によって工業県としての成長をとげているものが多いが，他方には静岡・福井・石川諸
県などが在来産業の発展によって工業県としての地位を高めているものがあるなど，異な
る動きがみられる。岡山県は綿糸紡績36．4％，綿織物24．4％と両者で60％を占め，それ以
外では製糸が5．5％で，あとはさらに小さくなる。
　原動機使用状況をみると，工業県としての地位をたかめているところは総じて原動機使
用の割合がたかく，本来的な工場生産の展開が顕著であるが，1工場あたり職工数はその
主要工秦によって差異が大きく，移植工業部門の展開した府県は大きく，工業県としての
地位の向上が在来産業に支えられたところでは福井・石川両県にみられるように，それが
全国平均をはるかに下まわるような小ささであり，小規模工場が広汎に展開していること
を示している。このようななかで岡山県は1工場あたりの職工数は大きく，また1工場あ
たりの生産額も大きいなど，綿糸紡績業における発展を示しているものといえよう。
　　　　　　　　　（⇒　岡山県工業構成の特徴
　以上前項では岡山県の工業構成の特徴を，主として『工場統計表』による全国的動向と
の関連で検討してきた。ところでこの『工場統計表』は職工5人以上の製造所を工場とし
て把握するものであるが，部門によってはこの工場生産の展開のきわめて微弱なるものも
あり，この『工場統計表』のみではこの時期の製造工業のすべてを拙握しえない。移植工
業部門は当初から大規模工場工業として展開してきているので，そのほとんどがここに把
握されているが，大正8年の段階でなお工場生産の展開の微弱なものは把握から大きくと
り残されている。すなわち洋紙・綿糸紡績・製糸・マッチ・油類は全生産額の8割以上が
工場生産であり，織物・革類・ガラスが6割以上，刷毛・ブラシが5割以上となっている
が，他方，畳表・莫塵は3．7％というようにきわめて小さく，ここでは広汎な零細規模の
生産者が存在している。陶磁器・瓦・和紙なども3．4割がユ：場生産となっているが，なお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）多数がそれでは把握できない生産形態をとっているのである。このように在来産業部門に
はなお5人未満の生産が多いのであり，したがって各県の全工業生産の把握はそれらを含
めたものでなければならな：い。以下5人未満をも含めた岡山県工業の特徴を概観しょう。
　　　　　　ロ　第3表はこの岡山県の製造工業の生産額をみたものである。終始，紡績業が最大のウエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一182一
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第3表　岡山県主要工業製造産額の変遷ならびに大正8葎の概況
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　註1）（第12次第22次第36次）『農商務統計表』による。
　　　2）紡績は明治28年を除き『工場統計表』による。
イトを占め，特に大正8年には抜群の大きさを示しているが，このほかでは織物業がこの
間大きく産額を増加して紡績につぐ大きさとなっている。そのほかでは畳表・莫座・花莚
類が大きく，大正8年には紡績業・織物業につぐ第3位という大きさであり，明治38年に
さかのぼれば織物業をうわまわり，さらにさかのぼり明治28年についてみると，織物の2
倍以上の大きさで，紡績業に匹敵する，まさに岡山県の最重要物産であったといえるので
ある。これら諸部門における工場生産の展開度は第4表にみるとおりであるが，紡績業の
ほかでは洋紙業において工場生産が確立されている。製糸・織物・和紙等でも工場生産の
ウエイトが高くなっているが，これ．らのうち織物等には原動機使用工場が少なく，本来の
工場生産の展開度は比較的停滞的であったことが注目されよう。また重要物産である丁丁
製造業部門における工場展開の小ささがみられ，この重要物産は停滞的な生産形態にあ
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第4表　工場生産のウエイト（大正8年岡山県）
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註　1）第3麗ならびに『大正8年工場統計表』より作成。
　　2）工場数欄（　　）内はうち原動機使用工場数。
る，このほかでは煉瓦生産における工場生産のウエイトがたかく，この部門では工場工業
が展開している。
　最後にこれら岡山県の主要工業のわが国工業における位置・ウエイトを見ておこう。第
1は綿糸紡績業であるが，これが全国に占める位置と岡山県工業に占めるウエイトの大き
さはいうまでもないととろであろう。煉瓦・土管・瓦という陶磁器以外の窯業におけるウ
エイトの高さも注目を引くが，ことに煉瓦のウエイトが高く，その内部をみると耐火煉瓦
が大阪と少差で第2位という状態で，製鉄業成立・犀開の前提ともなる耐火煉瓦という重
要な生産手段生産部門に占める地位の高さは注園にあたいする。つぎに畳表・莫産・花蕊
業ならびに麦桿真田業は，ともにわが国の第一の産地となっており，岡山県のそれはこれ
ら両部門の動向を検討するための最適の素磁となり得る。織物業は全国産額中の2．2％で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　184　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治期岡山県地方工業の動向について’459
16位という位置であるが，これは全国各地に展開しているなかでの2．2％であり，重要な
機業地である。
　以上この岡山県の工業構成を概観したが，この岡山県には一・一L方には全国有数の紡績業を・
発展せしめるとともに，他方には旙大な小生者が存在しており，両者がきわめて対象的な＝
性格をみせながら併存しているのである。
2　岡山県の諸産業の動向とその問題点の所在
　前節での検討によって岡山県工業構成で大きなウエイトを占め，また全国的にも当該部；
門の重要な地位を占めるものとしていくつかのものをあげることができる。それらは単な
る地方的産業の発展ということではなく，当該の時期のわが国全体の動向を代表し，した、
がってその検討は当該の時期のわが国全体の動向を吟味することにつらなるのであるが，
そのようなものとしてあげることのできる紡績準，煉瓦製造業については，わが国紡績業
金体の動きをふまえたうえで後日検討することとし，あるいは生産手段生産部1旧全体の検
討したうえで行うこととする。またマッチについてもこれを岡山市における都市住民の存＝
在形態との関連で行うこととし，ここでは藺莚製造業・織物業をとりあげ，これら個別産．
業を検討するに先立ちいかなる観点から取扱うべきかを吟味したい。
　　　　　　　　　（1）岡山県の織物業の動向について
　わが国の主要機業県のひとつであるこの岡山県の機業は，別の機会に示したように明治
期を通じての発展が顕著であったが，ここでの発展は大工場生産に支えられたとはいえ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）それ以上に中小織物弓場の展開によるところが大きいところであった。以下このような織
物業の動向を概観し，その閤題点の指摘を行いたい。
　（1）岡山県織物業の動向
　岡山県は主要機業県のひとつとして知られているが，その織物業の展開のあとは十分に．
は『岡山県統計轡』に反映していない。明治31年の『統計書』の織物の欄は，その織物の
状況を（旧）赤阪郡・児島郡田ノロ村，児島郡鴻村・灘村，都窪郡茶屋町，其他にわけて
織戸・職工・織機数・生産額をあげているが，主要機業地を摘出して他は一括しているた
めに，各回別状況は把握できない。このように『統計書』への反映が十分でないが，以下
これを手がかりに検討を加えていく。
　第5表は．この岡山県機業を概御したものである。綿織物に終始するこの岡山県の機業の
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第5表　岡山県織物業の概況
明治
28年
30
??．?
37
40
42
45
大正
　3
5
8
紅斑戸　数
　　戸
17600
13766
6551
54］．0
5435
15299
17901
11241
52］9
2996
2426
織　機　数
（内力織機）
　　　　　　　台
　　　　20366
（　0＜1＞）
　　　　18631
（　O〈　O．1＞）
　　　　10836
（1804〈16．6＞）
　　　　8570（1207〈14．1＞）
　　　　7091
（　492〈　7．0＞）
　　　　！7550
（　434〈　2．5＞）
　　　　19313
（　715〈　3．7＞）
　　　　16300
（2970〈18．2＞）
　　　　10608
（3694〈34．7＞）
　　　　8994
（4453〈49．2＞）
　　　　！2988
（7551〈58．2＞）
職　工　数
（内男工数）
　　　　　　人
　　　　！8502
（　431〈　2．3＞）
　　　　18877
（　683〈　3．6＞）
　　　　11835
（　493〈　4．2＞）
　　　　9126
（　622〈　6．8＞）
　　　　7311
（　303〈　4．1＞）
　　　17892（　691〈　3．9＞）
　　　21547（　582〈　？．7＞）
　　　　18663
（　842〈　4．5＞）
　　　　10483
（　768〈　7．3＞）
　　　　8956
（1084〈12．1＞）
　　　　14786
（2879〈19．5＞）
生産額
1戸あたり
　　　　円
1；029，506
1，365，302．
1，760，958
2，007，556
1，665，760
4，665，905
5，637，868
8，ユ29，532
7，048，709
11，641，050
42，985，196
織機数1職工数
　　　　　　人台
1．16
1．45
1．　66
1．61
1．34
1．15
1．08
1．46
2．05
3．00
5．35
1．05
1．37
1．81
1．68
1．35
1．17
1．20
1．68
2．01
2．99
6．08
註　1）各年度『岡山県統計書』より作成，ただし明治28年は『第12次農商務統計表』よ
　　　　り作成。
　　2）力織機欄〈　〉内は力織機の割合。
動向は，明治28年ユ7600戸の機業戸数を数え，！戸あたり織機数1．！6台，職工数1．05人と
いう状況で県下に広汎な零細機業者が存在していk。以後この機業戸数は減少じていくが
．明治32年に1804台の力織機が記載され動力化がはじまったことを示している。しかし
次年には248台に大巾にいったん減少した後，34年には1957台10．8％，35年12．7台14．1％
と再び増大する。再び減少した後増大傾向にむかうが，39年1862台の力織機が入った翌年
はその4分の1である434台に減少するというように，この力織機の数には年々はげしい
変動を示している。40年の434台から出発して以後それは順調かつ急速にのびていくが，
44年には2136台，大正2年2482台，大正5年4千台というように順次増加していき，大正
5年使用織機数の半分近くが力織機となるのである。この力織機の増加・減少に対応する
　　　　　　　　　　　　　　　　　一186一
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ように職工数中の男工の比率も増減・変動をくりかえし，また1戸あたりの織機数・職工
数にもそれに対応した動きをみせているのである。機業がきわめて不安定ではげしくゆれ
る状態にあったことが予想されるが，明治40葎代以降漸次工場工業への転換をとげていく
というのがきわめておおまかな動向であるといえよう。
　以上は岡山県全体の動向であるが，それはいくっかの地域的差異をふくもものである。
第6表はこの間の動きを郡別にみようとするものである。児島郡が大きなウエイトを占め
ているが，同時に岡山市がそれにつぐウエイトを占めている。明治37年の数字は岡山市に
織物業が展開した後の姿を示しており，したがってそれ以前には児島郡のウエイトはさら
に高かったであろう。後月，小田郡がひとつの機業地をなすが，ほぼその地位を保ってい
るといえよう。その他さまぎまの動きを示すが，主要機業地児島郡は主要な機業地である
が漸次その地位を低下しており，他方に岡山市が大きなウエイトを占めてきている。その
他では後月をはじめ，いくつかの機業地があるといえよう。
　このような動きを示す各機業地の大正8年の状況をみよう。まず県下機業戸数2426・う
第’6表　郡別織物業の概況
??????????
???
の
??
全県中の産額
比率の変化???
　o／b
22．3
0．4
8．7
2．3
C．2
38．o
IO．5
2．0
！4．5
100．0
大正
8年
　o／0
22．4
4．6
0．3
2．1
9．5
32．4
ユ1．5
3．6
1L9
IOO．O
大正8年の概況戸　数
（内10人以上）
　59　（7）
　7　（6）
　39　（2）
283　（3）
　28　（4）
1747（57）
　14（IO）
ユ34（エ4）
　80（36）
2426（149）
織　　機　数
（内力織機）
職　　工　　数
（髭男工数）
　　　　　　　o／o
ユ349（1141　　84．8）
514（　463　90．0）
136（　31　22．8）
494（　84　17．0）
816（　784　96．2）
5347（1953　36．6）
840（　784　93．6）
フ94（　417　　52．5）
2300（1571　68．4）
！2988（7551　58．2）
　　　　　　　o／0
2430（　526　21．6）
497（　68　13．7）
103（　20　19．4）
513（　20　4．0）
609（　102　16．8）
5625（　988　17．6）
1521（　432　28．5）
722（　134　18．5）
24 6（　549　22．4）
14786（2879　19．5）
1戸あたり
織闘冊数
22．9
73．4
34．9
1．7
29．ユ
3．1
60．0
5．9
28．8
5．4
41．2
71．0
26．5
1，3
22．0
3．2
104．3
　5．1
30．5
6．1
註　1）両年度『岡山県統計書』より作成。
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ち10人以上の機業場・いわゆる工場に相当するものは146・織機数12988台・内力織機は
フ551台で58．2％が力織機である。職工数中の男工のウエイトも高まり20％近くが男工で工
場生産の展開を反映しており，1戸あたり5．4台，6．1人という規模に達している。いま
これを郡別にみると，邑久郡には多数の機業者がいるが，力織機も少なく，また1戸あた
りの規模も小さいが，これについで児島郡の力織機化の低さ，1戸あたりの織機数・職工
数の小ささが注目される。その他の郡は多様であるが，力織機化も多くが県平均より大き
く，1戸あたりの規模も大きい。すなわち岡山市やそれに隣接する御津郡には工場工業が
顕著に展開しており，また後月郡にも工：場生産が展開しているが，ほかに数は少ないが上
道，都窪；掛盤にそれぞれ工場生産が展開しているが，主要機業地児島郡では動力化がお
ぐれ，またその規模も小さく，停滞的様相を幽しているといえるのである。
　②工場工業展開の様相と問題点
　明治30年代は力織機が入る時期であったが，それはかなり変動がはげしいなかで，40年
代に入ってから着実に増加していくのであった。明治37年の492台の力織機は，岡山市に
248台のほかに後月郡ユ0！台・児島郡93台・都窪郡50台となっているが，同年の工場細別
欄によると，織物工場15のうち原動機を使用するものは後月郡井原町の井原織布所（職工
数21ユ蒸気機関1－56馬力），　都窪郡茶屋町の正織合資会社工場（職工数170人一蒸気機
関1－3馬力）のみであり，ほかはいずれも原動機を使用していない。前記力織機のうち
後月郡，都窪郡については，この両工場が主として使用していたものと推定し得るが，岡
山市の力織機は岡山布内の3っの紡績工場（内1っは絹糸製造であるが）の兼業織布であ
ったものと思われ，また児島郡のそれも北川吉野紡績所（児島郡味野村，職工数344）の
綿布製造部門ではなかったかと思われる。これ以後の動きをみると，岡山市は明治38年
328台，40年やや少く230台，後順調に増加し，都窪郡は70台，335台と順次増大し，そ
のウエイトも高まってくる。これに対して児島郡は50台・49名に減少した後42隼56台とや
や増加し，以後，大正期にいたり急速に増大していく。後月郡も38年242台と増加した後，
しばらく円く消えてしまった後再び力織機が多数記載きれてくる。以上のように多様な動
きを示しているが，岡山市と御津，都窪，それに上道の各郡に力織機が急速に普及して，
ここでは工場生産が顕著に展開する。後月郡はいったんこの工場生産が消滅した後大正期
に入り急速に力織機があらわれてくる。． ｱれに対して児島郡は大正期に入ってから急速に
増加するが，しかし全体の中でのウエイトは低く，むしろ停滞傾向にあるといえよう。
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第7表　主要機業郡における織物生産形態，力織機率
1瑚家内蝶織元賃織合訓力徽同止ヒ率
一欝ぞ
壁織｛
…｛難li
画難li
一ドi
???????????
?
????）??????）
?????ー????﹇??????（? ?
7
10　142
56　240
48　204
57　223
60　384　596
3！0　1980　5586
283　・1498　2033
82　1385　1747??? ??）? ??）??（????
????? ?????3　386　445
84　　　　15ユ3　　　　5601
61　　　　ユ500　　　　　1571
7　24　80
248　88　．2　’／0
830　96．3
977　97．3
114ユ　　　84．8
　o　　　　o
77　76．3
315　　92ユ
463　90．0
　93　6．1
　56　3．6
4 6　U．1
1953　36．6
50　28．1
！35　43．3
218　79．6
784　93．6
ZOI　15．8
　0　　　0
629　28．6
1571　68．4
　生産形態をみると，以上のことを反映して岡山，御津，都窪は製造戸数そのものが少な
く，1，2ないし数カ所あらわれる「工場」が織機を入れた工場生産となっているのに対
して，児島郡の場合は多数の小独立営業者，それに屠大な昌昌業者をかかえ込んでおり，
また後月郡は先ほどみた力織機の消滅した明治42年には彪大な賃下があらわれており，こ
の時期に大きな転換があったものと思われる。その後に再び賃織が減少し，工場が急増し
ているのであるが，力織機にみた動きと同じ傾向をみることができる。児島郡の停滞性が
注目されるのである。
　以上岡山県の機業の動向をみてきたが，産出する綿織物の腫類が広巾および普通白木綿
をはじめ縞木綿，織色木綿，袴地，帯地，小倉洋服地，雲斉織等と多様で！岡山市，児島
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郡をはじめ，後月，上道，都窪，邑久，小田と各地に多様の産地をもつのがこの岡山県の
　　　　　　　　　（4）特徴といわれるなかで，特に児島郡がそのウエイトが高い。しかしこの児島地方の機業は
大正期に入ってからの努力があるとはいえ，総じて停滞的であう，したがってこの児島地
方の機業の動向，そのなかにみられる動力化の動きは，全県的にはむしろ停滞的なもので
あり，したがってこの児島地方の機業の動向の検討は，この時期の機業の急速な発展の条
件の吟味にはきわめて適切であるとはいいがたい。むしろこのようにそれが早くから展開
した機業地でありながら，そしてその後もその地位を保つのであるが，停滞的にとどまっ
たことの要因を追求することのなかに，当該の時期のわが国の在来織物業の発展条件を吟
味するうえでのいくっかの手がかりを示してくれるものと思われるのである。そして従来
あまり関心が示されていない後月郡井原地方の機業動向がその成立，発展条件の吟味や機
業の性格の検討をも含めて興味ある対象となるものと思われる。
　　　　　　　　　（2）輸出花莚業の動向について
　本項は岡山県に展開した重要物産である藺莚製造業，とくに輸出花営業の動向を検討す
るに先立ち，その論点の設定，もつ意味をあきらかにすることを主内容とする。以下の叙
述はこれまで検討の加えられていない輸出花罪業であることに鑑み，その全国動向を検討
し，そのなかに岡山県のそれを位置づけっっその論点を設定していくという方法をとるこ
ととする。
　（1）花二業の地位
　大正8年の『工場統計表』によると，畳表・莫産・花心として一括されている藺莚類の工
場数は99で，その職工数2，633入，生産額1，178千円を数える。同年の全工場数は43，949，
職工数1，520，466人，製造額6，832，032『「円のきわめて微小なウエイトを占めているにすぎ
ない。わが国の工場工業生産における地位はきわめて低い。ところで同年の『農商務統計
表』にみる二二類の製造は，製造戸数l15，780戸，職工数187，0工O人，その生産額は43，745．g
千円となっていて，先の工場生産は僅か2．5％にとどまり，この藺麺類の製造は工場生産
としてではなく，小規模な家内工業によって行われていることを示している。島国製造は
農商務省の農家副業調査の対象となる農村家内工業として以後存続していくのであり，な
がく近代工業としての側面をもち得ないままに展開しているのである。
　このように，わが国の在来産業においても多くの部門で工場生産への転換がみられた明
治末・大正初期を経過した時点でも，この藺莚製造業はきわめて停滞的であり，全製造業
　　　　　　　　　　　　　　　　　一190一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治期岡山県地方工業の動向について46か
におけるウエイトは小さいものにすぎないが，しかし明治申期という時点に目を転ずると
様相は大きく異なる。明治31年の『全国工場統計表』によると，全国の職工10人以上の工
場数は7，070であるが，由仁類は191工場で，実に2．8％を占め，職工数も4，948人，金職工
428，898人申のL8％を占め，後年の比ではない大きなウエイトを占めている。この明治3工
年度の統計では，作業場数・労働者数がともに大きい採鉱業が含まれており，これを除外
すれば藺莚業のわが国製造工業における地位はさらに高いものとなるであろう。さらに明
治31年ぽ職工10人以上のものだけであり，大正8年と1下様に5人以上をも把握すれば工場
数はさらに大きいものであったろう。
　このように藺莚類は明治30年前後ではわが国の主要工産物のひとつであり，それは輸出
向花莚の製造により大きく伸びてきたが，さらに当該の時期でのわが国の輸出品申高い地
位にあったことみ唾要である。第8表はこの藺莚類の輸出品の割合および他の輸出品との
比較を示すものである。35年についてみると輸出品の割合は79．2％と大きく，輸出晶であ
るが故にのびてきたともいえる海外依存度である。他輸出品と比較すると，抜群の大きさ
を占める生糸を除外すると，他は輸出晶として重要であった製茶輸出額とかなり近くなる
時期があり，また30年代は綿糸，絹織物の3分の1ないし4分の1という程度を占め，ま
た30年代は輸出品の生産により発展した陶磁器よりもかなり大きくうわまわるのであり，
　　　　　　　　第8表　輸出品としての藺莚の地位
明治20年
　　25
　　30
　　35
　　40
大正1
　　6
　　ユ1
生産額 　　　　輸出額陞ヒ率
　千円　千円
　9001　30n
2，2451　1，　］．77
5，6501　3，233
8，5511　6，772
11，0401　5，：743
10，7041　3，753
13，7491・　2，468
28，0121　3，341
　o／0
4．0
51，2
572
79．2
51．9
3 ．0
18．O
ll．9
睡糸
　千円
19，280
36．270
55，630
76，859
116，889
150，32ユ
355，1　55
670，047
製　茶
　千円
7，603
7，525
7，860
10，484
12，61S
13，464
21，’756
17，829
綿　糸
　千円
　　　0
　　　8
13，490
19．　，902
30，343
53，680
108，！39
114，723
絹織物
　千円
　　32］
　3，757
　9，853
27，399
！，754
30，10ユ
62，858
107，928
マッチ 陶磁器
　千円
　942
2，202
5，，　642
9，170
9，446
12，044
24，586i’
15，563
　千円
1，3121・
1，480
1，819
2，462
7，216
5，451
14，4741’
21，2！！
註　1）『自本帝国統計全書』より作成。ただし20・25・30年の生産額は各年次の『農
　　　　商務統計表』より作成。
　　2）輸出額は野草莚の輸出額である。
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わが国輸出品遠きわめてたかい地位を占めていたのである。このことが当該の時期の動向
を考えるうえできわめて重要である。
　以上みてきたように，後年，零細な家内工業，農家副業として特徴づけられる藺莚生産
は明治中期という時点では，当時のわが国工業のなかで占めるウエイトは高く，まts，そ
れ自体の展開もきわめて顕著であったといえる。以後，検討したいことは，このような明
治申期の全盛期をはさんであこの藺莚製造業の成立・展開の過程である。その際，明治20
年代における藺莚業の発展の諸条件と30年代leおける存立条件，さらに大正期にかけての
停滞の要因を吟味することが，主要な論点となるであろう。
　②発展の概観
　ここでは当該の時期における藺加工業の展開過程を概観し，そこにみられる展開の諸国
　　　　　　　　　　第9表蘭莚製造業の概要
明治20年
　　25年
　　27年．
　　32年
　　38年
　　42年
大正3年
　　8年
製　造　戸　数
683・6o6轟
…325
・・64・?P
，，，，，，
iiOS，8ig，
ii4ss，
i　iOS：，ig
・・579・く號1
職：］二数
177570
2！3499
193812
187410
生産額（内字出向花莚）
　　　　円　　　　円
　899，989　（　？　）
2，244，845　（　563800）
3，627，083　（　2038048）
4，608，428　（　2090679）
，83！，894　（　4079509）
10，342，219　（　40ユ5051）
8，043，829　（　2255531）
3L　611，　893　（　一　）
1戸あた　り
職工数睡郷
　　　　　　　円
??????
????﹇???
??????
L6
53　．　）．．
41．4
73．5
94．5
70．0
270．3
註　1）各年度r農商務統計表』より作成。
　　2）製造戸数　上段：畳表・莞莚，申段：輸出向莞莚　下段＝両者をかねるもの
　　　　（但し：大正8年は上段：畳衷，下段：莫座・莞莚）。
　　3）1戸あたり平均職工数の上段，中段，下段はそれぞれ2）の1戸あたり平均であ
　　　　る。
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期をあきらかにすることを行いたい。三業展開のあとは統計的に把握しようとするとき，
統計記載は早くからあらわれているが，その項目は少ない。
　『幾商務統計表』は第1ユ次以後は各次とも生産価額を示すが，それ以前では男工次，第
2次，第4次，第9次に記載されているにすぎない。これらの年には生産者数の記載がな
く，ようやく全面的把握のはじまるのは第ll次からといえよう。これらとても職コ：：数の記
載がなく，それがはじまるのは第22次，明治38年度からである。なおその後大正4年から
は再び記載項目に変更が生じてくる。しかしこの時期をも含めて，藺短調製造には生産手
段の状況の記載はなく，また生産形態の差異・発展を直接表示する項目はない。以上の如
き統計書の記載状況に制約されて展開過程を把握することは十分にはできないが，以下若
干の検討を行なう。
　明治20年の生産額は約90万円であったものが，明治25年には224万余円，27年363万円と
急ピッチで増加し以後増減をくり返しながら増大し，明治39年1千万円台に到着する。この
間製造戸数も増加しているが，1戸あたり53．2円から40年代の90円台に伸びている。明治
38年からみられる職工数記載によると，この間17万人台から20万台へと増加しているが，
1日あたり職工数は1．6人から1．9人台の間できわだった増大はない。これは性格を異に
する多数の生産戸数の平均をとったためで，38年からはじまる種別職工数をみると輸出向
莞莚の場合は5．4人と畳表，莫塵等の1．5人を遙かにうわまわる大きさとなっていて，輸
出臼蓋莚部門では「工場」展開を予想させる。この莞爾部門はその後もほゴ同じ大きさで，
明治42年6．0人であるが，大正3年にはL5入と増減する。他方両者兼業は3．0人と大巾
に増加し，輸出向と対象lil勺な様相を呈するなど，注目すべき動きを示している。明治37年
以後当初はかなりの伸びを示しているが，明治40年代は停滞傾向を提するなかで，輸出鼻
嵐莚業者の内地物生産への転換という大きな動きのあったことを示している。この表では
明治27年以降の数字しかみることができないが，この時期までは僅かに20年，25年の数字
があるのみである。しかしこの断片的な年次の数字を明治27年以後に連続させてみると，
この間の増大にはめざましいものがあったことを知ることができ，急速な展開があったこ
とを予想させる。この点を吟味することはこれ以上できないが，「工場統計」より若干の
吟味を行っておこう。『農商務省統計表』の示すIO人以上の「ユ：場」は明治25年23であっ
たものが，26年には38，27年には一挙に155，28年には413に達する。以後の「工場」数
’34葎の126，明治43年の38，人正2年の48と比較するとはるかに大きい。「工場」の動
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向は明治20年代の後半に顕著に増加し，広汎な「工場」をうみ出している。広汎な「工
場」生産が展開した明治29年には一工場平均29．7という規模になる272「工場」を先頭に
斯業は発展した。この間の発展には顕著なものがあったろう。以上をまとめてみると，斯
業の動向は明治20年代，急速な発展と30年前後にみる「工場」生産の展開，それによる生
産の拡大と，明治40年末から大正期にかけての時期に輸出向製造部門における停滞によっ
てもたらされる斯業の停滞化の時期があった。
　以上の生産の発展とその画期を市場の拡大との関連で簡単にみておこう。この藺加工業
は前節でみたように輸出を契機に急速に伸びるのであるが，明治17年輸出額1000円は翌
々年3000円，20年には3万6000円，21年は14万8000円，22年16万7000円，23　1・三臼4万8000
円，24年65万6000円，25年l17万7000円と急伸張で，38年には300万円台で3！年394万円，
34年535万円，35年677万2000円と前後を通じて最大の輸出額となる。以後明治42年まで
4～5百万の後明治末，大正期300万円台となっていく。輸出額の割合は明治20年4％であ
ったものが明治25年52．4％となり，それ以後もそれは大きくなり明治31年85．4％となる30
年代ほs“　60～70％台，明治40年40～50％台が大正期に入ると30％台へとへり，大正3年は
35％に縮小，大正6年には18％，大正8年にはIL7％と一貫して縮小していく。すなわち
明治20年から30年号かけての時期に輸出は増大し，この海外市場との結びつきのうちに生
産の発展がみられたのである。また明治40年代から大正期への転換の時期は，同時に輸出
が困難となり，海外市場が縮小する過程にみられたのであって，この市場の縮小が生産の
停滞をもたらす要因となったといえるのである。
　③　主要生産地における藺莚製造業の展開
　以上の如き動向を辿る藺莚製造業の展開を把握するために以下主要藺莚生産業の動向を
概観しよう。当初を除いて他のすべての時期を通じて岡山・広島・大分・福岡・静岡・石
川・熊本が上位6県となっており，以下この6県について検討する。
　各時期によって記載項目に差異があるため全体を通じての同一の基準での把握は困難で
あり，いくつかの時期に区切って考えていく。まず開治28年，この年は岡山県の1戸あた
り生産額のずば抜けた大きさを知ることができる。なかんずく輸出花莚のそれである。31
年岡山隠のそれは大きいが，28年にくらべると大きく減少している。しかしこの年ユ4gの
「工場」が記載されており，マニュの広汎な展開が岡山にみられる。
　明治38年は1戸あたり職工数があきらかとなってくるが，1岡山のそれは，1戸あたりの
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第10表　主要二二生産県における生産者の状況
脚1広島1大分陣剛静剛創i熊本隆国
明治28年
　1戸あたり生産額
　　花　　　莚｛
　　畳表・外座
明治3！年
　1戸あたり生産額
　　輸出花莚　｛
　　畳表・三座
　製造戸数
　花莚　の　み
工場｛磁
明治38年
　1戸あたり生産額
　工戸あたり職工数
　　輸出向花麺　｛
　　畳表・莫座
明治42年
　1戸あたり生産額
　1戸あたり職工数
　　輸出向花莚｛　　両　者　兼　　畳表・莫座
大正3年
　1戸あたり生産額
　1戸あたり職工数
　　輸出向二二｛　　両　者　兼　　畳蓑・莫座
大正8年
　1戸あたり生産額
　1戸あたり職工数
　　三座山花莚｛畳　表
　276，0
3，404．0
　24．0
110，0
819．2
27．9
7，76を
　806
　！49
3，649
61．7
1S2．1
20．1
335
2．82
18．4
1．27
3フ3．4
3．43
23．5
2．66
1．一IO
106．3
工2，241
1，334
　22
　725
91．O
l．64
2．54
1．43
U2．3
1．50
1．76L90
1，48
222．2
2．32
　LO14，5
工．16
760，9
1．54
5，47
1．04
120．3
1．59
1．76
1．76
1．65
419．7
1．65
1，83
1．54
26．2
29，0
24．4
　50．2
9，l17
　18
　　0
　　－o
54．8
2．21
31，0
2．2S
71．9
2．02
フ6．5
1．07
2．01
39．0
2．22
3．5
2，18
2．15
281．9
2．44
2．44
2．44
39，3
87．8
23ユ
36．7
104，3
17．9
9，721
2，144
　0
　0
64．4
1．14
，　1．26
．O．79
64．5
1，36
1．45
1．37
1．30
49．0
］一．26
1．26
1．46
1．19
333，2
1．38
1．33
1．48
21，3
30．6
30．6
3，901
　0
　0
　0
54．4
47．3
3，147
　143
　1
　11
53，5
　？
O．38
55．フ
1．05
3．01
工．24
90．4
±．90
1，01
1，04
1．99
9
ロ
77
931
??）??）??
45．0
26．3
3，501
　ユ
　1
　18
55，5
264．0
　4．3
　45．2
01，993
　4，458
　191
　4，963
18，01　7．34
1．641　1．67
　－1　5．49
1．631　1．50
90．8
1．64
1．64
246．4
ユ．68
1．70
1．68
35．4
L75
56．5
1．74
87．9
1．81
5．49
1．5！
1．61
90．31　40．Ol　70．0
1，35］　1．621　1．69
±．921　一i　1．52
±．20］　651　3．02
1．381　1．611　1．59
276．4
1．36
1．60
1．30
149．21　273．l
l．53　　　工．62
2．661　1．65
1．621　1．61
註1）各年度r農商務統計表』より作成。
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生産額とともに他より遙かに大きくなっているが，殊に輸汁｝向莞莚にオ5いては顕薯であ
る。明治42年岡山県の1戸あたり生産額，職工数は同様に他県よりはるかに大きいが，輸
出花莚業では23．5人置圧倒的大きさである。集中作業場が広汎に存在しているが，それが
原動機使用にいたっていないことが注目される。またこの岡山県は七二では圧倒的大きき
を示すが，畳表および莫塵では1．10と他県よりはるかに小さく，この部門たは零細生産者
の多いことが注目される。すなわち岡山県は輸出莞莚部門には広汎な「工場」生産が行わ
れているが，畳表・莫座には零細な業者が多数存在している。大正3年岡山は1戸あたり
生産額はなお抜きんでた大きさを示す。しかし1戸あたり職工数は小さくなっているが，
それは輸出花莚部門の実に！．0人へという，42庫との比較でいえば23．5人から1．0人へと
いう激しい減少による。この年，輸出莞莚業兼諸表・莫塵部門は平均14・5人となってき
わめて大きくなっているが，輸出花莚業が畳表・莫蕗類の生産へ転進したことを示してい
るといえよう。前項でみたように明治40年代から大正初期にかけて輸出はさらに減少して
おり，輸出莞莚不振の事態に対する対応策であったともいえるであろう。大正8年には統
計の基準がやや異なる。岡山は1戸あたり生産額は大きいが，職工数では小さくなってい
る。花莞及び莫産ではやはり他よりはるかに大きいが，畳表では小さい。一方には比較的
規模の大きい花莚業者があり，他方には零細な画面製造者がいるというのが岡山県の特徴
になる。この年岡山県下には全国99「工場」中の過半を占める55「工場」が存在してい
る。明治31年の149「工場」には比すべき大きさではないが，しかし岡山がリードしてい
るといえよう。ξはいえこの年の55の「工場」のうち原動機を使用するものはわずか3工
場であり，動力化はほとんどすすまず，このことが斯業の停滞をもたらしているのである。
　（4）藺莚製造業の動向における問題点
　明治20年代の後半期に多数の「工場」をうみ出しつつ発展レて，明治30年前後にはわが
国製造業のなかで大きなウエイトを占めていた藺莚製造業は，その後も生産額は増大しな
がらもむしろ停滞的な傾向をたどっていく。すなわち工場数をみると，明治25年23，26年
38であったものが，27年ユ55，28年には実に413となり，その翌年29隼には減ずるとはい
え272，30年225エ場を数える。このように多数の工場をうみ出しているが，30年代は
lOO台となり，さらに明治43年38，44年43，大正元年52，2年46とその数はいよいよ減少
し，大正8年5人以上IO人未満工場をも含めて99，10人以上のみをとれば54にすぎない。
原動機使用工場は，明治29年の！工場を最も早い時期としてあとはしばらくなく，36年以
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）降あらわれ，明治44年2，大正元年2，大正2奪3にすぎず，大正8年13にとどまる。他
の多くの部凹ではこめ間に動力化が大きく進展しているなかで，この藺逓製造業では工場
生産はほとんど進展せず，きわめて停滞的である。ここに藺莚製造業の大きな特徴がある
が，このような停滞的傾向の要因の検討が課題となる。以下その検討の方向を考えてみた
い。
　この藺莚製造業は製品輸出を契機として大きく展開するが，藺莚製造業の停滞の要因と
してまず検討したいのはこの輸出の動向との関連である。海外市場の縮小が停滞の大きな
要因と．なる。すなわち明治20年に全産額のわずか4％，2万6，000円しか輸出していなか
ったものが，その後奪々増大し，明治25年には1177千円，全生産額の52．4％に達し，さら
に20年代の後半から321・V‘にかけて300万円台を輸出し，最大時風生産額の85．4％を占める
にいたる。明治35年にはかってない大きい価額である677．2万円を輸出し，それは全産額
の79，2％に達しているが，この年をピークとして以後増減をみせながら滅少していき，大
正3年目は281．4万円，35％となりr以後もさらに減少をっS一けている。この海外輸出不
振，海外市場の狭隆化が斯業停滞の第一の要因といえよう。
　しかし斯業の停滞は単に輸出不振のみからくるのではない。それはなによりもその生産
力の低さ，生産形態の停滞性によるところが大きい。この点に関連して「明治42年花莚検
査所報告」は神戸駐剖の英国総領事ジー・エッチ・ブイップスの日本の花莚業に関する本国
政府への報告をのせた「米国カーペット・ッレード・レビウ」抄録を掲載しているが，そ
こでまず日本の花忍が涼味を帯び夏季室内の敷物として特にすぐれていること，また絨毯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）に比して廉価であるために北米合衆国に多くの需要をもっことをのべた後，きらにその織
機にふれ，最近花嵐製造者たちの間に今の手機にかわる蒸汽力，水力の利用方法が試みら
れ，複雑でない模様のものを織ることが可能になったというが，岡山地方で蒸汽機関を試
験的に試用せられたが「殆ンド山立ナシ」という。この力織機の定着しない理由を彼は
「女工は1日富力20銭30銭ノ賃銀ニテ傭フヲ得ベシ」ことによるとしている。そして更に
このような「低廉ナル人聞ノ労働ト競争センガタメニハ製造所ハ大速力ヲ以テ器械機を運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）転セシメザル可カラズコト明カナリ」としている。藺業の動力化がすすまないのは，まずそ
のもののもつ技術的特性にもとつくところが大きい。織物業の場合には原料糸製造技術の
発達により機械制生産の技術的条件が確立されてきたが，藺草をそのまま横糸として使用
する藺莚製造業の場合には機械制生産には大きな制約をともなう。しかしこの蘭莚製造業
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の動力化の停滞はこのような技術的要因そのものからではなく，社会経済的要因から検討
されなければならない。第一次加工部門が独立せず，容量の大きい藺草をそのまま原料と
して加工していく藺莚製造業の場合は，藺莚製造は原料産地＝藺草栽培地に展開するので
あり，両者の地域的分化は容易に進展しない。藺莚製造業はこのように藺草栽培地帯に展
開するが，この藺草栽培地帯のもつ豊富な労働力の存在が多数の加工労働力をうみ出し，
これによって藺莚製造が成立するとともに，同時にこの豊富な労働力の存在が先に指摘さ
れたような加工労働者の低労賃をうみ出し，これが動力化の進展をおしとどめる要因とな
っていくのである。岡山県の藺莚製造業は海外市場との結びつきによって急速に展開し，
またその後の海外市場の動きがその動向に大きく影響を与えていくのであるが，しかし，
その急速な発展とその後の停滞は，この蘭莚業成立の基盤となった岡山県平野部の農業，
農村構造との関連で検討されなければならない。
3　展 望
　以上，岡山県の工業構成の特徴を検討し，岡山県の個々の産業の位置づけを行ったうえ
で，1，2の個別産業について今後の検討の視角を設定してきた。ことに男子業の動向
は，この時期の在来産業の急速な発展が多く畑作商晶生産農業地帯にみられるなかで，水
田地帯において成立したものであり，当該の時期の在来産業の発展のひとつのタイプを代
表するものとして注目される。そして以上において，それがかく水田地帯に成立，展開し
たがゆえに，その展開過程にひとつの大きな特徴が附与されてきたことを想定してきたの
である。以後，稿を改めて以上の視角からの検討を律・，この時期のわが国の在来産業の
発展過程を考察していくうえでの重要な手がかりとしたい。
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　（1）多和和彦『児島産業史の研究』，太田健一「瀬戸内海沿岸地域における地主制の動
　　　向」　（『土地制度史学第27号』）など。
　（2）古島敏雄『産業史皿』512頁。
　（3）拙稿「明治・大正期の織物業発展の地域的諸類型」　（『白梅学園紀要第4号』）。
　④大日本産業調査会編『大日本産業総覧』181頁。
　⑤　各年度『農商務統計表』ならびに『大正8年工場統計表』による。
　（6）　『花莚検査所報告（明治42年）』188頁。
　（7）同前190頁。
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